
司
会
の
山
崎
摩
耶
衆
議

か
ら
マ
イ
ク
を
受
け
取
っ

た
木
村
と
し
あ
き
候
補

は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
で

支
え
て
い
た
だ
い
た
全

道
、
全
国
の
皆
さ
ん
へ
の

お
礼
を
述
べ
た
後
、
出
馬

を
決
意
し
た
理
由
と
し
て

「
道
民
所
得
が
８
年
間
下

が
り
続
け
て
い
る
。
北
海

道
の
豊
富
な
資
源
を
活
か

し
、
一
次
産
業
を
元
気
に

し
て
地
元
の
企
業
や
住
民

が
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
全

体
的
な
底
上
げ
を
図
る
」

と
、
道
民
所
得
を
向
上
さ

せ
た
い
と
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
命
を
支
え
、
地

域
の
人
が
住
み
続
け
る
こ

と
の
で
き
る
地
域
医
療
シ

ス
テ
ム
を
つ
く
り
、
道
民

の
命
を
守
る
」
と
地
域
医

療
の
再
生
に
向
け
た
決

意
、
更
に
は
「
１
７
９
市

町
村
の
で
き
な
い
を
で
き

る
に
変
え
て
い
き
た
い
。

地
方
自
治
体
を
サ
ポ
ー
ト

し
協
力
す
る
の
が
道
庁
の

役
割
。
自
主
自
立
の
北
海

道
主
権
を
道
民
が
主
体
と

な
っ
て
つ
く
る
こ
と
を
お

手
伝
い
し
た
い
」
と
熱
い

思
い
を
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
前
日
に
発
表
し

た
追
加
公
約
に
ふ
れ
、「
北

海
道
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
条
例

は
脱
原
発
の
視
点
に
立
っ

て
い
る
。
原
子
力
防
災
計

画
も
見
直
す
必
要
が
あ

る
」
と
、
今
後
の
北
海
道

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
方

を
考
え
て
い
く
こ
と
に
つ

い
て
も
ふ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
「
闘
い
抜
い

て
必
ず
勝
ち
取
る
」
と
述

べ
る
と
、
「
木
村
ガ
ン
バ

レ
」
の
声
援
に
力
強
く
手

を
振
っ
て
応
え
ま
し
た
。
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原子力防災計画の見直しなど

公約を追加
木村としあきは、２３日記者会

見を開き、災害に備え道民の命を
守るために、新たに４点の公約を
追加しました。

●大震災の被害状況を踏まえ
て「北海道原子力防災計画」
を検証し、抜本的に見直しま
す。

●災害時の被災者に対して、行
政や民間、ＮＰＯが一体とな
った「災害対策総合支援セン
ター」を設置します。

●北海道において複数の食料・
エネルギーの国家備蓄基地
を整備するとともに、道内に
おける災害に備え地域での
食料・エネルギー自給体制を
構築します。

●本州と北海道の電力相互融
通力を高めるため、北海道・
本州間連系設備（北本連系）
の増強を求めていきます。

２０１１年３月２４日(木) 木村としあき通信 Vol．２６

北海道１７９市町村のできる！を実現

日
か
ら

25
毎
日
が
投
票
日

ー
期
日
前
投
票
を
ー

4/10投開票日まで

知
事
選

北海道は、必ず元気にできる！

あと17日

「
１
７
９
の
で
き
る
を
つ
く
る
」
ー
北
海
道
知
事
選
挙
が
告

示
さ
れ
、
澄
み
き
っ
た
青
空
に
木
村
と
し
あ
き
候
補
の
熱
い

第
一
声
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

第
一
声
会
場
と
な
っ
た
北
海
道
庁
東
門
前
に
駆
け
つ
け

た
多
く
の
支
援
者
か
ら
木
村
と
し
あ
き
の
第
一
声
に
惜
し

み
な
い
声
援
が
送
ら
れ
、

日
間
に
わ
た
る
木
村
と
し
あ

17

き
の
熱
い
闘
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。



▼
本
隊
ス
タ
ッ
フ

▼
政
連
ス
タ
ッ
フ

2５日、2６日の木村本隊街頭演説予定
３月２４日１５時現在

◆２５日(金)檜山～渡島 ◆２６日(土)渡島～西胆振
08:15 今金町『農協』前 09:00 函館市「本町交差点」
08:40 北檜山町『農協』前 10:10 湯川｢北洋銀行｣前
09:00 『新函館若松農協』前 10:50 美原「ﾒｶﾞﾄﾞﾝｷ」前
09:45 せたな町『大成支所』前 11:30 北斗市｢ﾊｲﾊ゚ ﾀー゙ ｲｴー ｣前
10:30 八雲町『熊石支所』前 14:50 「はぴあ八雲」前
11:00 乙部町役場前 15:30 長万部町役場前
11:30 厚沢部町役場前 16:55 JR洞爺駅前
12:00 江差町役場前 18:00 【個人演説会】
13:30 上ノ国町『ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ 伊達市｢ｽﾀｰｼｮﾝﾎﾃﾙ

ｾﾝﾀｰ』前 SANGA｣
14:40 松前町役場前 (伊達市山下町164)
15:20 福島町役場前
16:10 知内町役場前
16:50 木古内町役場前
18:30 函館市本町交差点
19:00 【個人演説会】

函館市｢函館国際ホテル｣
(函館市大手町５)

※運行の都合により、街頭
演説は多少時間が前後、通
過する場合がありますので、
あらかじめご了承下さい。
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２０１１年３月２４日(木) 木村としあき通信 Vol．２６

第一声に応援に駆けつけて

いただいた皆さん
■上田文雄札幌市長

北海道は何も変わら

なくて、借金だけ増

えた。木村さんが

今立ち上がろうと

している。木村さん

が北海道には必要だ。

元気になれる北海道を

木村さんに任せたい。変える勇気を持

とう。

■木村秋則さん(映画「降りていく生き

方」のモデル。青森県在住)

今、北海道は変わらなくてはならな

い。一次産業が元気にならなければ、

北海道は元気になら

ない。北海道を元気

にするのは木村とし

あきさん以外にいな

い。新しい変化が必

要。木村さんに大き

な力を結集してくだ

さい。

▲大出本隊長

▲川原田政連本隊長

▲「東北と北海道はひとつ」と被災地の皆さんへのメッセージ
▲北農ビル玄関前で第一声に次

ぐ街頭演説
▲激励ありがとうございま

す(第一声会場)




